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過剰発現が引き起こす細胞機能への悪影響
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  細胞の機能は数千から数万種類のタンパク質の協調的な働きにより達成され

る。それぞれのタンパク質の発現量は百万倍以上も異なっている。タンパク質の発

現量は、その量が細胞の機能に必要という原則（需要）と、その量を変えると不具

合が起きるという原則（拘束）によって決まっていると考えられる。しかし、特に

後者の拘束条件については殆どわかっていない。この拘束条件を調べる手段として、

過剰にした時に細胞増殖を阻害する一連のタンパク質を取得し、その性質をさぐる

というアプローチが考えられる。私たちは、出芽酵母がもつ約 6000 種類のタンパク

質のうち僅かな過剰により細胞増殖を阻害するタンパク質を 115 種類取得しその性

質を調べることで、過剰発現がもたらす増殖阻害のメカニズムを調べてきた。本セ

ミナーでは、その過程で明らかになってきた３つのメカニズム（化学量不均衡・リソー

ス過負荷・パスウェイ修飾）について紹介するとともに、タンパク質の発現量がど

のような拘束条件によって決められているのかを議論したい。
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